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陣尾部肝癌LT)診断で,11月11[]牌合併肝体尾部切除術を

施行 した.病理巌繊学的には粘液性癖胞腺癌,組織塾は

乳頭腺癌であった.

ll)幽門輪温存陣頭十二指腸切除術 (PpPI⊃)
症例の検討
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当料で経験 した鰐頭十二指腸切除は 196例であった,

1992年より PpPn が導入され.通常の PDは 142例

であったLT)に対 し PpPDは54例であった.PpPDの原

疾患の内訳は揮悪性陸曝25倒 し挿管癒20例 ･その他5例)･

乳頭部癌11例 ･胆管癌胆嚢癌11例 ･ト二指腸痛 3例 ･肝

炎2例 書良性鰐渥轟1例 ･結腸癌再発 1例であった.再

建術式は ⅢA が12例 ･ⅢA が.･11例 mCが 1例であっ

た.術後早期合併症で重篤なl)LT)は縫合不全3例 ･順陛

内出血 1例 ･肝膿壕 2例であり在院死2例認めた.術後

合併症.入院期間.累積生存率は lJl)と比較 して差は

たかった.PpPl)では術後1午で体萌はほほ術前値iこ

復帰 した.畔 ･胆道癌は再発ヰ)多く,術後の化境が必要

な症例 転あり,QOLから見れば PpPDは通常の PD

より生理的な術式と考えられる.

121原発性肝癌との鑑別が困難であー､た肝 炎症

性偽陣噂の 1例
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原発性肝癌との鑑別が困難であった 1例を経験 したの

で報告する.症例は52歳の女性,主訴は発熱.腹部超音

波検査,及び CT検査で肝左葉iこ径約 6cm の.比較

的境界明瞭な腫癌性病変を認めた.腹部血管造影では原

発性肝癌を疑1た.腫煽て-カーは AFP･CEA･CA19--

9いずれも正常範囲であった.肝左妾外側区域切除術を

施行 した.病理組織検査では､炎症性偽腫癒 し黄色肉芽

腫性一硬化性)と診断された.M鼠Ⅰ等の画像診断及び

標本の写薬,病理所見を授示 し 若干の考察を加え,報

告する.

13)義症肝外傷に対する非手術的治療 の経験
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義症肝外傷に対する非手術的治療の適応をこついては,

現在,明らかな合意が得られていない.我々は,循環動

態の安定度を重視すべきであると考えているが,最近,

この仮説を支持する症例を経験 した.症例は22歳の男性.

自動車事故により受傷.造影 CT では肝右葉LT)Jiは全

体を占める肝内血腰と大量の腹腔内出血を認めた.循環

動態は安定 していたため非手術的治療を開始.腹腔内に

挿入 したカテ-テルより間欠的に約 4,500mlの血液を

吸引 したが,入院経過を通 じて輸血は8単位 しか要 しな

かった.受傷後早期に肝内に Bilomaを認めたが自然

消失 し,24病日に退院 した.肝内血腫は約3か月でほぼ

消失 した.以上から,肝外傷に対する治療方針の決定に

は肝損傷や腹腔内出血の重症度ではなく循環動態の安定

度を慶祝すべきであることが示唆された.

1小 最近10年間の先天性 食道開銀症の治療経験
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最近10年間に11例(T)先-天性食道閉鎖症を経験 した.男

児8例.女児3例 .出生体重は 1,67(卜 こi,19()i,平均

2.521g.全例 GrossC.型で恭一-､た.6仲頼ミ限治手術

のみで良好な経過をとり軽快退院 した. 1例に軽度の吻

合部狭窄を認めたが, 1回の食道ブジ-で軽快 した.併

存疾患,合併奇形に対 しては,胃食道逆流症に対 して噴

門形成術を,気管軟化症iこ対して大動脈吊り…上二げ固定術

をそれぞれ 1例ずつ施行 した.複数の重症合併奇形を有

する症例は2例あり, 1例は食道閉鎖症に対する敬治手

術施行後,併存する胃食道逆流症に対 し噴門形成術を施

行したが,2歳時に誤嘆により失った.単心室と破裂性

済帯-ルエアを合併 した 1例は,出生当日をこ腎療造設と

腹壁閉鎖のみ行ったが,生後2日で食道閉鎖症の根治手

術前に心不全死 した.

15)胃重複症の1例
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